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診療情報電子化へのアプローチ

１９７９（S54) 医事会計(レセコン) 導入

１９８９（H01) 胃内視鏡システム 導入

１９９５（H07) 臨床検査オンライン(MWS) 導入

１９９７（H09) 電子内視鏡(NexusSifsd) 導入

１９９９（H11) 心電図(Cardilight ESP1100) 導入

２０００（H12) 電子カルテ(MedicalTree) 導入

現在はESP ViewPack FEV-70

院内ネットワーク完成 現在に至る



診察処理
診察室では、電子カルテを使用して検査結果、
バイタル、内視鏡画像、心電図の参照を行います。
又、紹介状等の書類作成を行います。

MWS結果参照

カルテ（バイタルサイン）

内視鏡参照

心電図参照

各種書類作成



カルテ画面よりMWSボタンを押すことで患者

の検査データの参照（数値、グラフ）が可能で
す。常に最新のデータがセンターから転送され
て電子カルテに連動します。

MWS結果参照



受付処理
来院された患者さんを受付ます。

受付られた患者さんの情報は医師
使用端末で処理可能になります。

[受付端末] [医師端末]



バイタルサイン参照
カルテ画面よりバイタルサイン情報が
瞬時に表示されます。



内視鏡参照
カルテ画面より内視鏡ボタンを押すことで患者の
画像の参照が可能です。
電子カルテ貼り付けが可能です。
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画像貼り付け
内視鏡画像を電子カルテに添付し、
表示することも可能です。



所見経過入力 所見診断経過をカルテに記入します。



心電図時系列比較
カルテ画面より心電図情報が
表示されます。



スキャナ入力
スキャナ透過原稿を電子カルテに
取り込み表示添付されます。



電子カルテより各種書類の作成、
出力が可能です。書類作成



紹介状作成 既往歴、現病歴、現在処方などカルテ
の情報が紹介状に連動できます。





MicroSoft WORDに出力可能です。アレンジ、Mailでの送信も可能です。



診断書作成 診断書の作成、出力が可能です。





返信履歴
紹介先からの返信内容を電子カルテに
取り込むことが可能です。



カルテプレ
ビュー

紙カルテイメージを表示する
事が可能です。





電子カルテ導入のメリット

３．診療検査情報の時系列観察が容易

２．診察机上での迅速な医療情報の参照

１．正確な患者情報の把握と保持、保存

４．各種映像やフィルム画像をカルテに添付

真正性、見読性、保存性
インフォームドコンセント

向上



電子カルテを利用しての今後の課題

地域に密接した高度医療の推進と診々、病診連携
良き医療へ

IT医療の普及と医療機器の技術革新

臨床情報、画像情報の提供共有

患者への分かり易い情報開示

専門医参画の医療の質の向上
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